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平成 27 年 10 月 19 日 

各      位 

会 社 名 ： 株 式 会 社 エ イ ジ ア 

  (コード番号：2352 東証ﾏｻﾞｰｽﾞ） 

本社所在地 ： 東京都品川区西五反田七丁目 21 番１号 

代 表 者 ： 代 表 取 締 役  美 濃 和 男 

問 合 せ 先 ： 専 務 取 締 役  中 西 康 治 

  TEL（ 03） 6672-6788（ 代 表 ） 

 

 

メタデータ株式会社との資本・業務提携に関するお知らせ 

―エイジア、メタデータと人工知能技術や自然言語解析技術等を活用した研究開発で協業― 

 

メールマーケティングシステムを提供する株式会社エイジア（本社：東京都品川区、社長：美濃 和

男、上場証券取引所：東証マザーズ[証券コード 2352] 以下 当社）は、人工知能型“顧客の声”分析

エンジン等を提供するメタデータ株式会社（本社：東京都文京区、社長：野村 直之、以下 メタデータ

社）と、人工知能技術（※１）や自然言語解析技術（※２）等を活用したマーケティングソリューションの共

同研究・開発を目的とした資本・業務提携を行うことについて、平成 27 年 10 月 19 日開催の取締役会

において決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 

1.資本・業務提携の理由 

 当社は、「“メールアプリケーションソフトのエイジア”から“eコマース売上 UP ソリューションを世

界に提供するエイジア”へ」をスローガンに掲げ事業領域の拡大を進めております。 

 平成 27 年７月 21 日にはマーケティングオートメーション「WEBCAS Auto Relations」を発表（正式

な製品名は平成 27 年９月 29 日に発表）し、“e コマース売上 UP”を実現する新たなマーケティングプ

ラットフォームの開発に注力しております。 

 

一方メタデータ社は、メタデータ（※３）活用技術やセマンティック技術（※４）の応用ソフトウェアの提

供を通して、企業の経営課題や各種マーケティング課題を解決に導く会社です。 

意味解析技術を駆使した評判分析システムや風評監視システム、Web 対話ロボット等のソリューショ

ンをはじめ、ビッグデータ解析・人工知能型アルゴリズムを活用した「顧客の声分析エンジン（VoC 分

析 AI サーバ）」等を提供しています。 

人工知能をもとにしたテキストマイニング技術や、手動では不可能な「各種データを元に一人ひとり

のユーザに合った仕事を紹介する」等のマッチング技術、機械学習による全体最適化技術等、高精度な

マーケティングを実現するための高い技術を保有しています。 

  

 当社は今後“eコマース売上 UP ソリューション”の高度化をはかるうえで、メタデータ社が持つ技術

と同社代表取締役の野村 直之氏の高度な研究成果が不可欠だと考え、資本関係を前提により強固な関

係を構築し、共同研究および共同での新製品開発を行うことといたしました。 
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※メタデータ 代表取締役 野村 直之氏の略歴 

1984-1996 NEC C&C 研究所 

1993-1994 マサチューセッツ工科大・人工知能研究所に日本人唯一の客員研究員として所属、 

CICC 近隣諸国機械翻訳プロジェクト兼務出向（1987-8）、 

EDR 日本電子化辞書研究所出向(1991-2) 

1997-2001 ジャストシステム開発本部 

2001-2003 個人事業 兼 法政大学エクステンションカレッジ・ディレクタ(IT 実践講座担当) 

2002-2004 法政大学大学院 ITPC 兼任講師 

2003-2005  (株)リコー ソフトウェア Global MOT 担当 

2003-2005 W3C (World Wide Web Consortium) Advisory Committee 委員 

2004-2010  法政大学大学院イノベーション・マネジメント研究科・客員教授（現在は講師） 

2005-現在  慶應大学 SFC 研究所上席所員 

2006-2008 同志社大学ビジネススクール兼任講師 

2005-現在 メタデータ株式会社 代表取締役社長 

 

人工知能、ビッグデータの第一人者として、著名メディアへの寄稿および講演実績多数。 

 

 
2.資本・業務提携の内容等 
 
（1）業務提携の内容 

 本業務提携により、両社は以下の取り組みを行う予定です。 

① 自然言語解析技術や人工知能技術等を活用したマーケティングソリューションの共同開発 

② その基礎技術となる研究を目的としたシンクタンク機関の発足（予定） 

 

（2）新たに取得する相手方の株式又は持分の取得価額 

当社は、同社の第三者割当増資により 440 株（所有割合：14.2％）39.6 百万円で取得します。 

 

 

3.業務提携の相手先の概要 

（1）名 称 メタデータ株式会社 

（2）所 在 地 東京都文京区本郷３－２５－４ 津久井２１ビル４Ｆ 

（3）代表者の役職・氏名  代表取締役 野村 直之 

（4）事 業 内 容  自然言語解析技術や人工知能技術等を活用した分析ツールの提供 

（5）資 本 金 51,623 千円 

（6）設 立 年 月  2005 年 12 月 

（7）大株主及び持株比率  

代表取締役 野村 直之 59.8％ 

アライドアーキテクツ株式会社 15.1％ 

ピットクルー株式会社 6.8％ 

（8）上場会社と当該会社 

との間の関係 

資 本 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき資本

関係はありません。また、当社の関係者及び

関係会社と当該会社の関係者の間には特筆す

べき資本関係はありません。 

人 的 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき人的

関係はありません。また、当社の関係者及び

関係会社と当該会社の関係者の間には特筆す

べき人的関係はありません。 
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取 引 関 係 

当社と当該会社との間には、記載すべき重要

な取引関係はありません。また、当社の関係

者及び関係会社と当該会社の関係者の間には

特筆すべき取引関係はありません。 

関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 

当該会社は、当社の関連当事者には該当しま

せん。また、当該会社の関係者は、当社の関

連当事者には該当しません。 

（9）当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成 24 年 10 月期 平成 25 年 10 月期 平成 26 年 10 月期 

純 資 産 △11,378 千円 △11,258 千円 283 千円 

総 資 産 3,487 千円 4,059 千円 15,809 千円 

１ 株 当 た り 純 資 産 円 円 円 

売 上 高 9,986 千円 15,704 千円 13,303 千円 

営 業 利 益  △9,340 千円 92 千円 △5,407 千円 

経 常 利 益  △8,997 千円 121 千円 △5,424 千円 

当 期 純 利 益  △8,997 千円 121 千円 △5,424 千円 

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益  円 円 円 

１ 株 当 た り 配 当 金 -円 -円 -円 

（10）URL http://www.metadata.co.jp 

 

4.日程 

平成 27 年 10 月 19 日 当社取締役会 

   資本・業務提携基本契約書締結 

 

5.今後の見通し 

本資本・業務提携が平成 27 年５月 11 日に公表した今期の業績予想に与える影響は現在精査中で、今

後内容が明らかになった段階で速やかに開示いたします。 

なお、本資本・業務提携に伴い平成 30 年３月期には平成 27 年３月期の売上高の 10％相当額以上の売

上を見込んでおります。 

 

（参考）当期業績予想（平成 27 年５月 11 日公表分）及び前期実績 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成28年３月期） 

百万円 

1,130 

百万円 

220 

百万円 

220 

百万円 

140 

前 期 連 結 実 績 

（平成27年３月期） 

 

1,031 

 

178 

 

181 

 

108 

 
（※１）人工知能技術 

コンピュータが人間と同様の知能を実現させるための一連の基礎技術 
 

（※２）自然言語解析技術 

人間が日常的に使う言語（自然言語）をコンピュータに処理させるための一連の技術 

 

 
（※３）メタデータ 

データそれ自身に付加されているデータのこと。たとえば書籍データに対する、著者名、ジャンル、発表
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年月日等。 

 
（※４）セマンティック技術 

複雑な情報を人間が判断するのと同様にコンピュータが判断し大量高速処理をできるよう変換するための

技術。 

 

以 上 


